　　　　　　　　　初等理科指導法基礎　模擬授業指導案　　　　　2004/06/08
３C伊織由夏・小田野紘子・白石理恵・竹内麻衣子・田中和佳・百地京美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1． 対象学年　　　　 小学6年生

2． 単元名　　　　　 人のからだと自然

3． 単元のねらい　   生物の体のつくりと働き及び生物と環境とを関係付けながら調べ、見い出した問題を多面的に追及する活動を通して、生命を尊重する態度を育てるとともに、生物の体の働き及び生物と環境とのかかわりについての見方や考え方を養う。

4． 小単元名　　　　　人のだ液と消化

5． 小単元のねらい　　実際に自分の体の一部を使った実験を行うことによって、自分たちの体や消化のしくみに対して、より深い理解及び関心を育てる。

6． 本時の位置づけ　　前回の授業：空気の流れ

　　　　　　　　　　 次回の授業：空気の流れと体の消化に関する器官

７．本時の目標　　　　自分のだ液を使った実験を行い、自分たちがデンプンをどのように変化させて体に取り入れているかを学ぶ。

· 全8時間中の第2時間

1． 空気の流れ

2． 本時

3． 空気の流れと体の消化に関する器官

4． 血液の流れ

5． 骨格

6． 食物と人

7． 植物の呼吸

8． まとめ　
	段階
	時間
	学習内容
	予想される児童の反応
	指導上の留意点
	備考

	導入
	3
	・前回までの授業の復習
	
	・簡単な説明
	・ノート作成

	
	8
	・5年生のときの復習（デンプンの反応実験）
	・カタクリ粉の色の変化

・覚えている/忘れた
	・変化の確認をさせる
	

	
	3
	・くじでだ液を取る児童の決定
	・「うわぁー、ヤダ」
	・騒ぎ過ぎないよう注意
	

	実験
	4
	・実験の説明
	
	・模造紙を使用
	

	
	3
	・色テープのついている容器にストローでだ液を取らせる
	・騒いでいる

・「こっち見ないで！」
	・時間に注意
	

	
	2
	・お湯の容器に2本の容器を入れる
	
	・温度に注意

・湯をこぼさないよう注意
	

	
	2
	・うがい薬を入れて、振る
	
	
	

	
	11
	・変化の観察
	・ノートに記入
	
	

	
	3
	・ご飯をかんで、味の確認
	・「甘い」

・「飲み込んでいい？」

・結果をノートに記入
	・何回かむか指導（約30回）
	

	ま
と
め
	4
	・変化の状態を発表させる（2班）
	・発表する。

・「青紫色」

・「だ液入りはそのまま」
	・フラッシュカードの使用
	

	
	10
	・なぜそのように変化したかの問いかけ

・だ液がデンプンを分解している
	・グループごとに話し合い、発表
	・フラッシュカードの使用

・発問の仕方に注意
	

	
	5
	・今日の授業のまとめ
	・ノートに記入
	・模造紙を使用
	

	
	1
	・次回の説明
	
	
	


